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【内容紹介】
四周を海に囲まれた日本列島に大量の家畜馬がもたらされ、定着したのは古墳時代中期、
およそ5世紀を前後する時期のことである。以後、動力が機械化するまでの長い間、日本列島
の歴史において、馬はヒト・モノ・情報を運ぶ陸上最速の交通手段であり続けた。その存在
は、しばしば戦争の行方を左右し、農耕馬や駄馬として人々の日常生活を助けることとなる。
古墳時代は、その起点となった日本列島における畜力利用の開始期、導入期にあたる。

近年、発掘調査の蓄積とそれをふまえた馬そのもの(ウマ遺存体)や馬具といった「モノ」
の研究の急速な進展によって、文献史料には記されなかった日本列島における馬の本格的渡
来(大量渡来)の実態が明らかとなりつつある。しかしながら両者の研究からは、いつ頃、ど
の地域で、どのような馬がどのように飼われ、どのように利用されたのか、それらの馬がど
こから来たのかなどについての手がかりは得られるが、馬がどのような場所で実際に飼われ
ていたのかや、牧はどこにあったのかといった具体的な「場」に関する議論は、なかなか進
んでいない。

日本列島で最初に営まれた牧はどのような景観だったのだろうか。それはユーラシア大陸
の牧や日本の古代以降の牧と、何が同じで何が違ったのだろうか。

本書は、この素朴な問いの答えを求めて古代の馬研究会のメンバーと進めてきた共同研究
の成果を一書にまとめたものである。主たるフィールドは、当時、河内湖北岸に位置した大
阪府四條畷市とその周辺。

第Ⅰ部では、文献史料にみえる「河内馬飼」によって営まれた日本列島における最古の牧
「河内の牧」があったと目されるこの「場」に焦点をあてて、これまでも注目されてきたウ
マ遺存体や馬具といった遺物だけでなく、遺構や遺跡空白地も含めた遺跡間関係の動態を検
討することで、馬を飼っていた集落やその周辺の土地利用にまで議論を及ぼすことを試みた。
第Ⅱ部では、異なるフィールド、外からの視点で、河内湖北岸という「場」を相対化すると
ともに、古墳時代牧研究に残された課題のあぶり出しを試みた。

個々の論考が「景観」を真正面から論じているわけではないけれども、個々の論考で明ら
かとなった知見を紡ぎ合わせていくことで、古墳時代初期牧景観の復元を目指した。我々の
挑戦が成功したかどうかは読者の判断に委ねるほかないが、本書を「牧の景観考古学」と題
した所以である。
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